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およびテンであることも明らかとなった（佐野ら，

1978)．一方，第１中間宿主については，我々は３年前

より大規模な調査を行なってきたが，ついに1978年の

夏，１種の地下水棲の小巻貝ＳｂＪｇα"ｏａｓｐ．（ミジンツ

ボ）を多数地下水排水溝から採取し，同時に宮崎肺吸虫

と思われる幼虫を証明した．尚，本種貝は同定の結果新

種であることも判明した．以下これらの成績を報告す

る．

はじめに

宮崎肺吸虫Ｐａｍｌｇｏ,,〃z`ｓ７"Ｚｉｙａｚａ航ＫａｍｏｅｒａＺ、

1961はＫａｍｏｅｒａＺ．（1961）によって，山口県産サワガ

ニ（ｈｚａｍｏ〃αe/ｍａ７１ｉ）より採取されたメタセルカリア

をネコとラットに与えて得た成虫について命名された肺

吸虫である．

その後の調査において，本虫の第２中間宿主はサワガ

ニであり，そのメタセルカリアはサワガニ以外から認め

られず，また，終宿主は野獣であることが各地で判明し

た．

しかし，本虫の第１中間宿主は長い間不明であった

が，初鹿ら（1966ａ，ｂ）は宮崎肺吸虫の流行地におい

て，その第１中間宿主として１種の小巻貝，アキヨシホ

ラアナミジンニナ，ByZAi"eZZa（Ｍｏｒｉα）〃i〃o"ｊｃａ

αたiyoWelzsis（KurodaeZHabe）を見出し，この自然

寄生を報告した．また，この貝は実験的にも感染が成功

し，宮崎肺吸虫の第１中間宿主になりうることが立証さ

れた（川島・宮崎，１９６４；橋口・宮崎，1968)．

最近，関東地方ではサワガニを生食して感染した宮崎

肺吸虫症患者が横川ら（1974)，林ら（1974）によって

認められた．そこで，本症の感染経路に関する調査がな

され，感染源は静岡県大井川産サワガニであることが林

ら（1974）によりつきとめられ，同時にそのメタセルカ

リアも認められた．

その後，静岡県における調査では同地方のサワガニは

時期によっては88％の高率にメタセルカリアを保有して

いたこと（伊藤・望月，1975）および終宿主はイノシシ

調査方法

貝の調査は1978年７月，８月および９月の中旬と10月

および11月の初旬に計５回行なった．場所は静岡県川根

町渡島地区の大井川支流の溪谷で，砂防コンクリートの

排水溝内から採取した．

貝の採取は，同地区の溪谷の排水溝内を竹箒で攪伴

し，砂礫を水流と共に集め，その砂礫を0.3～３ｍｍの

節で選別して得た砂をルーペ下で観察しながら貝を毛細

ピペットで集めた．

小巻貝は研究室にて殼長，殻径をそれぞれ計測した

後，２枚のスライドグラス間で潰してセルカリア等の有

無をしらべた．

検出された幼虫は生存状態のまま，またはNileblue

液で生体染色してその形態を観察した．セルカリアの計

測は，４尾の生鮮個体と４尾の５％温ホルマリンで固定

した固体について行なった．

また，一部の貝は国立科学博物館の波部忠重博士のも

とに送り同定を依頼した．

調査成績

1．小巻貝の発見および棲息環境について

↑浜松医科大学医学部寄生虫学講座

§静岡大学教育学部保健学科
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今回の調査では５回とも小巻貝が排水溝から採取され

た．発見された貝は１種のみで，破損貝および稚貝を含

めて854個であった．貝の色彩は無色もしくは淡黄灰白

色のものが殆どであったが，なかには褐色を呈していた

貝もみられた．貝の形状は右巻で，成貝を腹面からみる

と４螺層からなり，ホラアナミジンニナの如く殼口が強

く屈曲せず，また太く短かくなく，全体的に細長い模状

を呈し，殼頂は鈍円を呈していた（Fig.１)．

殻はやや硬く，２本の指圧では潰れず，軟体部頭部

には塵を有し，歯列は７であった．殼長×殼幅は100

個体計測したところ,0.68～Ｌ56×０．４～0.8ｍｍ（平均

1.38×0.60ｍｍ)であった.尚，同時に殻長０．６×0.8ｍｍ，

螺層２～３の微小巻貝も10数個採集されたが，これらは

前者の稚貝であった．

貝の棲息環境であるが，本種小巻貝の殆どは砂防コン

クリート堰堤の暗い排水溝（2.5～3.5ｍ）中から採集さ

れた．構内流水の水温は17.0～17.5Ｃ（７月～９月）な

いし15.5Ｃ（11月）であった

尚,排水の落下地点から約５ｍ下流の間の露天川底で

は，同貝は僅か３個しか採集されなかった．

この排水溝および同水系は，サワガニにおける宮崎肺

吸虫のメタセルカリアの寄生率が大井川流域中最も高

く，しかも，沢山のサワガニが棲息しているところとし

て知られている場所である．

また，この排水溝附近は，年間を通じて清流が絶えな

いが，その上下流溪谷は渇水期には清水は枯れる所もあ

った．

２．貝の種名について

今回採集された小巻貝は同定の結果，ＳｔＪｇα'２oα属の貝

であることが判明した．

しかしこの貝の種名については従来記載がなく，新種

の可能性があった．そこで，多数の本種貝について国立

科学博物館の波部忠重博士のもとで種々検討して頂いた

ところ，殻長が長いことおよび形が細いことから新種と

し，発見場所に因み力ワネミジンツポＳｔｚｇｍｚｏａたazcα‐

"e'１sｉｓとすることが妥当であるという見解がとられた．

尚種の同定については更に検討の上，近日中に命名

される運びになっている．

３．幼虫とその検出について

生存貝における幼虫の検出成績はTable１．に示した

如く，648個しらべたところ，レジアでは１代レヂアは

１個（0.1％)，体内にセルカリアを含む２代レヂアは５

個(0.7％)計６個およびセルカリアは４個（0.6％）の貝

からそれぞれ認められた．貝１個当りのレヂアおよびセ

ルカリア数は，それぞれ１～３尾と２～７尾であった．

幼虫の月別検出状況をみると，８月以降ではレジアは

すべて２代に発育しており，同時にセルカリアも認めら

れた．しかし，特に検出数が高いという月はなかった．

幼虫の形態および大きさであるが，１代レヂアは全く

運動性がなく，棒状で口吸盤，咽頭および褐色の腸管を

そなえていた．

２代レヂアは１代レヂアと同様であったが，それより

やや形が大きかった．生鮮４尾の計測値はTable２．に

示した如く体長は平均470β，体幅は122"，咽頭は51×

54β，口吸盤は46×50β，それに連なってみられる腸管は

123×73′であった（Fig.２)．

セルカリアは活発に伸縮運動し，肺吸虫特有の形状を

そなえていた．カバーグラスを覆って観察した生鮮セル

カリア，固定ないし染色したセルカリアはTable３．に

示したような器官と大きさが認められた．すなわち，８

尾の成熟セルカリアでは体部の体長は150～250/【Z（平均

203/α)，体幅は65～86/u(平均72β）で，体表には微細な小

赫が密生し，更に体前方の口吸盤のまわりに約８対の感

覚毛が認められた．

口吸盤は35～53’（平均46Ju)×36～55’（平均43｣u）で

ほぼ円形を示し，更に肺吸虫特有の穿刺疎（stylet）を

（２８）
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Table2MeasurementsofsecondgenerationrediaofP.〃ｚｉｙａｚａ航from

naturallyinfectedsnail，Stzga7zoasp．（inmicron）

Ｂｏｄｙ

ＬｅｎｇｔｈＷｉｄｔｈ

Pharynx lntestine
Ｎｏ．cercarial

embryo
Larva
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０
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８
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５
４
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０
２
０
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１

５
５
５
５
５

1

２

３

４
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５
０
２
９
４

４
５
６
５
５

０
２
０
１
３

９
８
５
７
７
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４
３
５
４
４

具備し，２１～31/』（平均26’)×４～６/“（平均５/z）の大
きさを示していた．

腹吸盤は24～38/2（平均33β)×30～41,ａ（平均35β）で

あり，口吸盤より小さく，体中央部よりやや後方に位置

していた．尾部は小さく１２～18/“（平均l5Iu)×15～l7ju

(平均１Ｍでその体部の接続部は体部内に湾入し，先端

表面には小疎が群生していた．咽頭は２尾しか観察でき

なかったが，大きさは平均13×11/ｕであった．

セルカリアには吸腹盤の前方両側に腺細胞が７対認め

られた．排泄嚢は腹吸盤の後方にＩ字型にみられたが，

生鮮標本では収縮拡張が著明であった．更にこの部分の

腹面には舟底状の腹溝（正中窩）が運動の際観察された

(Fig.３)．尚，今回は焔細胞は確認できなかった．

考察

宮崎肺吸虫はＫａｍｏｅＺａＺ．（1961）によって報告され

て以来，その終宿主は野獣，第２中間宿主はサワガニで

あることがそれぞれ知られた．また，日本における本虫

の分布も諸家により次第に明らかにされ，東海以西に流

行していることも知られるようになった．

■￣￣、￣草画博巾～::.;:』寂,.聰-:..
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Table3MeasurementsofcercariaeofP.，，ziyaza賊formnaturallyinfected

snail，Ｓａｇｍｚｏａｓｐ．（inmicron）

Oralsucker Ventralsucker PharynxＢｏｄｙ Ｔａｉｌ Stylet
Cercaria

LengthWidthLengthWidthLengthWidthLengthWidthLengthWidthLengtｈＷｉｄｔｈ
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６
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２
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５
６
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１
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１
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また，本虫の終宿主については，佐野ら（1978）は東

海地方の広域から集めた10種120頭の野獣を調べ，イノ

シシ３頭，テン１頭から48虫の宮崎肺吸虫成虫を認め，

これらを東海地方の終宿主として報告した．

東海地方の宮崎肺吸虫の第１中間宿主については以

前，少数のAAiyoWasp､が認められた(佐野ら，1977）

ほか，多くの人達により精力的に調査されたにもかかわ

らず宮崎肺吸虫の第１中間宿主は見出されなかった．

ところが,今回報告した如く，1978年７月～11月の間に，

サワガニのメタセルカリアの寄生率が最も高い川根町の

－溪谷における排水溝から，ホラアナミジンニナに生態

の類似する１種の小巻貝Ｓとzgzz"ｏａｓｐ、を５回にわたり

計854個採集することができた．本種巻貝は採取地から

みて，暗くしかも清流中に好んで棲息するようであっ

た，そして，その貝を潰して精査したところ，生存貝648

個のうち，肺吸虫の１代および２代レヂアの寄生してい

た貝６個およびセルカリアが認められた貝４個（0.6％）

をそれぞれ見出した．

貝１個当りの幼虫数はレヂアが１～３尾，セルカリア

が数尾であり，その寄生率はいずれも１％以下であっ

た．このことは，西日本のホラアナミジンニナにおける

宮崎肺吸虫の自然感染状況にほぼ一致していた．

セルカリアの形態および大きさであるが，尾部は極端

に短く，口吸盤より大きく，更にロ吸盤は腹吸盤には剣

状の穿刺疎がみられた．また，体中央の下部には７対の

腺細胞が確認され，排泄嚢はＩ字型で，その部分には腹

溝が著明に観察された．これらの器官の大きさを川島・

宮崎（1964)，初鹿ら（1966ｂ)，橋口・宮崎（1968）

および西田ら（1969）がすでに報告した宮崎肺吸虫の幼

1lllllli
111溌蟻

Ｆｉｇ．３MaturecercariaeofP、７"zｺﾉαzα肺
●

obtainedfromShlgqB"ｏａｓｐ．

第１中間宿主については初鹿ら（1966ａ.ｂ）は山口県

において，自然感染していた１種の小巻貝，アキヨシホ

ラアナミジンニナを認めた．更に，橋口・宮崎（1968）

は福岡県産のアキヨシホラアナミジンニナを用い，宮崎

肺吸虫のミラシジュウムの感染実験を行なって，レヂア

およびセルカリアにまで発育することを報告した．従っ

て，日本西南部の宮崎肺吸虫の第１中間宿主はこのアキ

ヨシホラアナミジンニナであり，今のところ本種貝１種

が確認されているのみであった．

一方，東海地方では，静岡県産サワガニを生食して感

染した宮崎肺吸虫症患者が報告されたのに伴い，サワガ

ニの調査が多くの人達によりなされているが，いずれも

メタセルカリア保有率の高いことが報告されている．そ

の範囲は静岡県西部および愛知県東部におよんでいるこ

とが判明した（林ら，１９７４；伊藤・望月，１９７５；佐野ら，

1977；正垣ら，1977)．

（３０）
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Table4ComparisonofmeasurementsｏｆｃｅｒｃａｒｉａｅｏｆＰ・mzi)ﾉαzα賊（inmicron）

Oralsucker Ventralsucker Pharynx StyletＢｏｄｙ Ｔａｎ

LengthWidthLengthWidthLengthWidthLengthWidthLengthWidthLengtｈＷｉｄｔｈ

１Ａｖｅｒａｇｅｌ６１７４３５３８３２３３

Ｒａｎｇｅｌ３１－１８１70-8033-3835-4028-3430-35

18

16-20

30

27-32

２Averagel91７５４８４３３８３５１７

Rangel51-259６２－９７43-6235-48３３－４１30-3815-21

16

14-18

２８

２４－３０

３Average２２０７５５０５３３９４１１５１３１７

Rangel98-243６０－８３４５－５５48-5538-40３８－４５14-19１２－１３15-18

２８

２７－３０

５

５－７

４Average２１８７７４６４９３８３９１６l5

Rangel77-24968-8735-5838-6130-4532-4614-1812-16

28

27-30

１７

１４－２０

６

５－６

５Average２０３７２４６４３３３３５１３１１１５１６２６

Rangel50-250６５－８６35-5336-5529-3830-41１２－１４１０－１２１２－１８１５－１７21-31

５

４－６

(1964） Experimentally，○・九osOPhom

Naturally，Ｂ・〃．αfjiyoWc"sis

Exper.，Ｂ，〃．αたZiyoWe"sis

Natur.，Ｂ・〃．αﾉhiyoshie"S/s

Natur.，SZzga7zoasp．

Authorandremarks1．

２．

３．

４．

５．

KawashimaandMiyazaki

HatsushikaｅＺａＺ．（1966）

Hatsushika（1967）

NishidaeraZ．（1969）

Presentauthors（1978）

虫と比較してみると，Table4のように今回Stzgzzl1oa

sp．より得たレヂアおよびセルカリアはそれらに極めて

よく似ていることがわかる．

最近，HatsushikaandMaejima（1978）は山口県お

よび愛媛県のホラアナミジンニナＢＭＡ/'zeZm（Ｍｂ７ｉα）

"ippoj2icaから，宮崎肺吸虫のセルカリアと酷似する

ＭＪ'zop/iJﾉｅｚ２ｌｓ科に近いセルカリアを報告している．そ

のセルカリアは，侵入腺細胞が８対であり，排泄嚢はＹ

字型であり，穿刺疎の長さが25.7Jαで短かく，更に，排

泄嚢の周囲に粘液腺と思われる特有の腺細胞が認められ

る点，宮崎肺吸虫セルカリアとは明らかに区別できると

している．筆者らは，特にその点についても注意して観

察したが，今回得られたセルカリアは明らかに肺吸虫科

に属するセルカリアであった．

以上の観察結果から今回の幼虫は宮崎肺吸虫であると

みなした．

その他，この溪谷地は急斜面で，水流幅は僅か20～３０

ｃｍで水深は２～３カ所の滝壷を除いて殆どない溪流で

あり，寄生虫学的に配慮を要するような生物はサワガニ

と今回の小巻貝だけで，カワニナやモクズガニの類は全

く見当らなかった．

また，このサワガニのメタセルカリアは宮崎肺吸虫で

あること，当地方の野獣から宮崎肺吸虫の寄生がすでに

認められているなどの疫学的背景からもこの小巻貝のセ

ルカリアは宮崎肺吸虫の可能性が強く，また，このﾉ1,巻

貝は本虫の第１中間宿主になりうると考えた．

その上，本巻貝は新種で和名を力ワネミジンツポ比・

gZJ"。αたα、α"e"ＳｉＳとすることが好ましいという見解が

とられている．

この小巻貝の宮崎肺吸虫幼虫は，７月の調査ではまだ

レジアであったが，８月以降になるとセルカリアが認め

られたことから，カニへの感染時期は８月以降になると

も考えられる．尚，貝の月別感染率には特に差はなく，

絶えず１％以下であった．

以上の如く，東海地方の宮崎肺吸虫の発育環は，我々

により終宿主に続いて今回の第１中間宿主の発見によっ

て完全に解明されることになった．今後は，この第１中

間宿主である貝の各地での棲息分布並びに幼虫の保有状

況を詳しく調査して，本肺吸虫の実態を明らかにする必

要がある．

まとめ

宮崎肺吸虫の流行地である静岡県大井川流域の川根町

において，本虫の第１中間宿主の棲息調査を行ない，１

種の小巻貝StzgZz"ｏａｓＰを多数発見すると共に，宮崎

肺吸虫の幼虫をはじめて見出した．

（３１）



216

１．１９７８年７月～11月の間に貝の棲息調査を行ない，

同地区溪谷の排水溝から854個の小巻貝を採集した．こ

の小巻貝は溪流の暗渠排水溝内に棲み，殼長は0.68～

1.56ｍｍ（平均1.4ｍｍ)，殼幅は0.40～0.80ｍｍ（平均

0.6ｍｍ）の大きさでSbgα"ｏａｓｐ．（ミジンツポ）であ

ることが判明した．

２．生存貝648個をしらべたところ，１代レヂアが１

個，２代レヂアが５個計６個の貝から，また４個の貝か

らセルカリアがそれぞれ見出された．これらの幼虫は形

態的および疫学的観察結果から宮崎肺吸虫と同定した．

３．今回発見された小巻貝ＳｔＪｇα"ｏａｓｐ・は今のとこ

ろ東海地方における宮崎肺吸虫の唯一の第１中間宿主と

考えられると共に，その幼虫の自然感染が認められたこ

とによって，本吸虫の発育環はようやく解明されたこと

になった．
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Abstract

EPIDEMIOLOGICAL STUDIES ON THE LUNG FLUKE IN SHIZUOKA

PREFECTURE (2) DISCOVERY OF A FRESH WATER SNAIL,

SAGANOA SP. AS A FIRST INTERMEDIATE SNAIL

HOST OF PARAGONIMUS MIYAZAKII

Motohito SANO, Akira ISHII, Hideto KINO, Michiaki HAYASHI,

Yoshinori FUJIO

{Dept. of Parasitology, Ha?namatsu University School of Medicine,

Hamamatsu, Japan)

AND

JlRO ITO

{Dept. of Health, Faculty of Education, Shizuoka University, Shizuoka, Japan)

The prevalence of the metacercaria of Parago?iimus miyazakii among the crab, Potanion

dehaani, as well as the occurrence of natural final mammalian hosts of this lung fluke in

Shizuoka Prefecture had already been reported by Yokogawa et al. (1974), Hayashi et al. (1974),

Ito et al. (1975) and Sano et al. (1978). In spite of such reports, the natural snail host of this

fluke had never been found in this prefecture until 1978 when the present authors discovered

it.

By our researches done from July to November of 1978, many small fresh water snails

belonging to the genus Saganoa Kuroda et Habe, 1958, Hydrobiidae, were discovered at

Dojima, Kawane-cho, one of the endemic area of P. miyazakii in the prefecture. The habitat

of this snail is mainly sandy soil in the shady subterranean water areas of ravines. The snail

examination for larvae of P. miyazakii revealed that 6 out of 648 snails, or 0.9% harboured

rediae, and 4 out of 648, or 0.6% were positive for cercariae. The number of rediae or cerca-

riae in each infected snail was very few, being one to three rediae, or one to seven cercariae.

In the other endemic areas of P. miyazakii in the southwestern prefectures of Japan,

only one genus of snail, Bythinella {Moria), belonging to Hydrobiidae, the same family of the

genus Saganoa, had been proven to be a natural snail host of P. miyazakii by Hatsushika

et al. (1966), Hashiguchi (1967), and Habe et al. (1971).

As a conclusion it was proven by the present investigation that the first intermediate

snail host of P. miyazakii in Shizuoka Prefecture is Saga?ioa sp., and this snail is another

genus of natural snail host of P. miyazakii, following the initial genus Bythinella {Moria).

With regard to the specific name of the newly discovered snail, Saganoa sp., some

specimens were sent to Dr. Tadashige Habe, a conchologist in the National Meseum of Science

in Tokyo, for identification. According to him, this snail can be considered as a new species,

for which a new name, Saganoa kawanensis will be proposed by him in the near future.

( 33 )




